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表1に／示す通りである．なあ 計算においては各物  
理量を畢j玄長r，および一様流の速度払で無次元  
化している．   













2．おもな記号   
〟〃：音速 m座   
わ：スパン長さ mnl  
わ．′コ：後流の半偵幡 －1－nl   
C：翼弦長l¶nl  
G（ー）：揚力係数   
β：翼厚 nlnl   
げ：後流の腑 nlnl  
（〟：特l悶‖川指 さ∝  
／：周波数】胞   
才一：弦長方向相関長さ mm  
／、：スパン方向相関長さ 汀甘¶   
〟：後流中の渦点数   
〟：翼表面上の湘点数  
叫‥カルマン渦のl周期中の渦点数  
仰：最小け聴音圧 Pa   
〆¢）：仕力の変動値 Pa   
♪（z）‥圧力変動の時問微分佃Pホ∝  
／・：音源と観測点の拒離 nl   
尺e：レイノルズ数   
尺（z‖，Z）：榔細購紺素数  
．1：相関面積 nl   
▲肥：音圧レベル dB  
．～：ストロハル数   
払：一様流の速度I両∝   
叫：速度欠陥 m庇c   
叫．，、：最大速度欠陥 m座C   
〟，：主流方向速度変動 m廊C   
勒：守幣パワr W l   
叫Z）：複素ポテンシャルⅠ－1‰c   
ズ：翼弦長Jl棚灘 nl111   
γ：翼厚方向脚作11－111   
z：複素平面の座標（z式＋か）  
Jl‥翼表l栢上の離散測点の循環 nl二転   
「、：翼周りの循環 m毎  
†「叶：後流Lトの渦点の循環 nl二康c   
ス：音波の波長 m   
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の約30周期分の柑て祁こ相当する．   
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を表す特惟値であると考えられる．   







































いる．岡（こ1）の翼表面l二の任意の点パ忙における圧力   
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√た （7）   
】 
ここで，β‖は空気密度，叫，は音速，G（r）は揚力係  








2β戸s叫山r再）  ……………‥ 







拓左／丁、U  ……‥ 
（10）  肌ノ＝101t）gl‖   
J＝2（）上）  〟．．仇rC  
ここで，〝‖は最小可低音圧で2．0×10ヰa，rは測定  
位置と音源の距離，／は循環の変動周波数，わはス  




























板翼の後緑から近距離場の後流の変動周波数，   
ここで，β事は後流の幅で，本研究では後続の半値幅  
軌っとした．   
著者らの凪胴実験㈹■う）によれば，、Iモ板巽から発生   
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